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基調講演 11月28日（金）　9：00～9：30 第１会場（レセプションホール）

座長　岩﨑  浩己（国立病院機構九州医療センター　院長）

「現場重視の学会活動を考える－現状とこれから－」

特定非営利活動法人　日本医療マネジメント学会 　理事長　宮﨑　久義

会長講演 11月28日（金）　17：30～18：00 第１会場（レセプションホール）

座長　髙山　隼人（国立病院機構長崎医療センター　院長）

「人生100年社会」

国立病院機構別府医療センター　名誉院長　矢野篤次郎
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招請講演１ 11月28日（金）　9：30～10：30 第１会場（レセプションホール）

座長　酒井  浩徳（国立病院機構別府医療センター　名誉院長）

「パラスポーツへの招待 
　-大分で誕生した二つの国際パラスポーツ大会、 
　　　　　フェスピックと大分国際車いすマラソン-」

社会医療法人恵愛会　大分中村病院　理事長　中村　太郎

招請講演２ 11月29日（土）　10：50～11：50 第１会場（レセプションホール）

座長　井原 　健二（大分大学医学部附属病院　病院長）

「看護の職業を介して広げるキャリアチャンス」

公益社団法人日本看護協会　常任理事　淺香えみ子
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特別講演１ 11月28日（金）　13：00～14：00 第１会場（レセプションホール）

座長　力武　一久（国立病院機構嬉野医療センター　院長）

「次なるパンデミックに備えた政府対策について」

防衛省大臣官房衛生監（前　内閣官房内閣感染症危機管理統括庁　内閣審議官）　日下　英司

特別講演２ 11月29日（土）　8：40～9：40 第１会場（レセプションホール）

座長　末永　康夫（国立病院機構別府医療センター　院長）

「医療DXが切り拓く人生100年社会の医療マネジメント」

大分大学　医学部長／大分大学医学部　消化器・小児外科学講座　教授　猪股　雅史

特別講演３ 11月29日（土）　9：45～10：45 第１会場（レセプションホール）

座長　樗木　　等（地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　理事長）

「人生100年時代、地域共生社会の実現に向けて」

厚生労働省（前　大分県副知事）　吉田　一生
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教育セミナー［医療安全］ 11月28日（金）　14：40～16：40 第２会場（国際会議室）

座長　日髙　道弘（国立病院機構熊本医療センター　院長） 
福村　文雄（株式会社麻生　飯塚病院　医療安全推進室・特任副院長）

	 人生1∞年社会における ‘前向きで、明るく、楽しい、医療安全’ を学ぶ
宮崎大学医学部附属病院　医療安全管理部　教授　綾部　貴典

	 医療の質・安全の国際潮流について
国立大学法人九州大学病院　副病院長、医療安全管理部　教授・部長／日本医療機能評価機構　執行理事　後　　　信

＊動画講演となります

教育セミナー［クリティカルパス］ 11月28日（金）　13：00～14：30 第２会場（国際会議室）

座長　野村　一俊（医療法人朝日野会朝日野総合病院　名誉院長） 
中村　元信（国立病院機構九州がんセンター　副院長）

「クリティカルパスと多職種協働 
　― 皆で考えよう、チームで動かすクリティカルパス―」

	 １．クリティカルパス：医師の立場から
国立病院機構九州がんセンター　呼吸器腫瘍科　部長　山口　正史

	 ２．多職種協働におけるキーパーソンとしての看護師の役割
国立病院機構福岡病院　看護部長　猿渡　千恵

	 ３．クリティカルパスと薬剤師の役割（術後感染予防抗菌薬中止と鎮痛薬変更への関わり）
くまもと森都総合病院　薬剤部長　中川　義浩

	 ４．クリティカルパス普及下で求められる臨床検査技師の多様な役割
くまもと森都総合病院　臨床検査科　医療技術長　遠山　亮佐

	 ５．クリティカルパスにおける診療放射線技師の役割
国立病院機構鹿児島医療センター　放射線科　診療放射線技師長　大浦　弘樹

	 ６．クリティカルパスにおけるリハビリテーション専門職の役割
国立病院機構熊本医療センター　リハビリテーション科 　理学療法士　坂本　浩樹

	 ７．クリティカルパスにおける管理栄養士の役割
国立病院機構熊本医療センター　統括診療部　栄養管理室長　井上　聡美



プログラム
（敬称略）

シンポジウム

市民公開講座
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シンポジウム１ 11月28日（金）　10：30～11：40 第１会場（レセプションホール）

座長　内藤　光三（地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　副館長） 
横井　直美（大分赤十字病院　看護部長）

「人生100年社会における臨床倫理（多職種チームの活動）」

SY1-1	 臨床倫理コンサルティングチームの設置と活動―活動開始から９年の軌跡―
国立病院機構別府医療センター　医療福祉相談室長　井上　祥明　　

SY1-2	 地域医療支援病院の臨床倫理コンサルティングチームにおける医師の役割
国立病院機構別府医療センター　糖尿病・内分泌内科　医長　深田　陽子　　

SY1-3	 人生100年時代に患者・医療者に伴走する
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
総合教育研修センター　センター長／臨床倫理コンサルテーションチーム　チーム長　甘利　香織　他

SY1-4	 がん専門病院における臨床倫理サポートチームの活動の実際
国立病院機構九州がんセンター　診療放射線技師長　本多　武夫　他

SY1-5	 倫理サポートチーム（EST）における事務職の役割について
地方独立行政法人くまもと県北病院　診療支援課　副主任　吉田　光恵　　

シンポジウム２ 11月28日（金）　16：10～17：30 第１会場（レセプションホール）

座長　舛友　一洋（臼杵市医師会立コスモス病院　院長） 
大戸　朋子（大分県看護協会　前会長）

「人生100年社会のACPを考える」

SY2-1	 人生100年のACPを考える：訪問診療医としての経験と自らの病を通して見えたもの
医療法人ソレイユひまわり在宅クリニック　顧問　田上　　正　　

SY2-2	 訪問看護における意思決定支援と地域マネジメント
社会福祉法人恩賜財団済生会支部佐賀県済生会訪問看護ステーションなでしこ唐津　管理者　秋庭　美幸　　

SY2-3	 施設内看取りとアドバンス・ケア・プランニングACP
特別養護老人ホームむさし苑　看護介護課長　末次　富子　　

SY2-4	 がん専門病院におけるアドバンス・ケア・プランニングに対する取り組みと課題
国立病院機構九州がんセンター　緩和ケアセンター　看護師長　甲斐　祭生　　

SY2-5	 地域医療支援病院におけるACPの実際と課題
国立病院機構別府医療センター　糖尿病・内分泌内科　医長　深田　陽子　　

SY2-6	 『「人生会議」を考える大分県民の会』活動報告
臼杵市医師会立コスモス病院　院長　舛友　一洋　　
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シンポジウム３ 11月28日（金）　10：30～11：40 第２会場（国際会議室）

座長　宇都由美子（株式会社かごしま医療ITセンター　代表取締役社長） 
末延　聡一（国立病院機構西別府病院　院長）

「看護・医療DXを活用した看護の質向上」

SY3-1	 自律した看護専門職の育成に向けて－ICT活用による看護基礎教育の挑戦
学校法人別府大学　看護学部　看護学科　講師　野上龍太郎　　

SY3-2	 お金・知識・ヤル気がなくても現場は変わる？３年間のDX推進活動から見えてきた看護DXの本質
株式会社麻生　飯塚病院　看護部　看護師長／DX推進担当　上川　重昭　　

SY3-3	 当院における看護DXの取り組み～業務効率化とケアの質向上を目指して～
社会医療法人祐愛会織田病院　看護副部長兼連携センター　副部長　重松かおり　　

SY3-4	 多職種協働によるDX推進の実践～看護現場におけるRPA活用と働き方改革の成果～
社会医療法人敬和会　大分リハビリテーション病院　リハビリテーション部／デジタル推進局　次長　川井　康平　　

シンポジウム４ 11月29日（土）　8：40～9：50 第２会場（国際会議室）

座長　古川　雅英（社会医療法人敬和会　大分岡病院　名誉院長・特定行為研修運営委員長） 
藤内　美保（学校法人別府大学看護学部　教授）

「特定行為研修修了者の現状と展望」

SY4-1	 特定看護師の活動の現状と課題～質の高い看護の提供のための活動体制の確立にむけて～
国立病院機構福岡東医療センター　救急外来　副看護師長　池田　智美　　

SY4-2	 RRSでの活動の現状と展望
国立病院機構嬉野医療センター　看護部　副看護師長・診療看護師　中山由理奈　　

SY4-3	 特定行為看護師の活用促進に向けた取り組み～特定行為看護室とのローテーション実施～
社会福祉法人恩賜財団　福岡県済生会福岡総合病院　特定行為看護室看護係長／特定行為看護師　副田　剛希　他

SY4-4	 看護管理者が行う育成支援とシステム構築
公益財団法人慈愛会今村総合病院　看護管理室　看護部長　吉森みゆき　　

SY4-5	 特定行為指定研修機関及び研修修了看護師の当院における現状と展望
社会医療法人敬和会　大分岡病院　名誉院長・特定行為研修運営委員長　古川　雅英　他
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シンポジウム５ 11月28日（金）　14：30～15：50 第３会場（中会議室）

座長　鶴崎　泰史（国立病院機構佐賀病院　薬剤部　薬剤部長） 
中島　美紀（有限会社キムラ薬局　管理薬剤師）

「人生100年社会における薬薬連携のあり方」

SY5-1	 地域医療を支える薬薬連携の未来― 持続可能な双方向モデルの構築を目指して
合同会社BDKすずな調剤薬局　在宅・施設ユニット部長　隈元正太郎　他

SY5-2	 当薬局の薬薬連携を構築するための取り組みと展望
有限会社オーエヌ・メディスンハルジオン薬局　管理薬剤師　吉永　光辰　他

SY5-3	 今後の薬薬連携の在り方を考える～二次医療圏を意識した取り組み～
独立行政法人地域医療機能推進機構徳山中央病院　薬剤部　瀬上　直輝　　

SY5-4	 急性期脳疾患患者の退院時におけるお薬手帳活用による情報共有の工夫と効果
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　薬剤部主任　德永　　晃　他

SY5-5	 当院における薬剤師外来の現状と問題点、そしてこれからの展望―　人生100年社会を見据えて　―
国立病院機構鹿児島医療センター　薬剤部　病棟業務管理主任　末永　　亘　　

SY5-6	 がん治療の薬薬連携から考える現実と未来
中津市立中津市民病院　診療部　薬剤科　主任薬剤師　上ノ段友里　　

シンポジウム６ 11月28日（金）　16：20～17：30 第３会場（中会議室）

座長　藤　也寸志（国立病院機構九州がんセンター　名誉院長） 
後藤紀代美（大分県立病院　副院長兼看護部長）

「人生100年社会のがん医療ネットワーク」

SY6-1	 当院における切れ目のないケアの充実に向けた取り組み
国立病院機構九州がんセンター　副看護師長・がん化学療法看護　認定看護師　古賀　祐美　他

SY6-2	 完全独立型ホスピス緩和ケア病院における病棟と在宅の円滑な移行への取り組み
みどりの杜病院　看護師　国武さおり　　

SY6-3	 がん相談支援における地域共生の実践― 地域包括ケアを超える多機能支援拠点の試みー
国立病院機構別府医療センター　がん相談支援センター　玉野緋呂子　　

SY6-4	 誰もが安心して暮らせる未来へ奏でる旋律～がん医療ネットワークナビゲーターの立場から～
有限会社キムラ薬局　管理薬剤師　中島　美紀　　



22

シンポジウム７ 11月29日（土）　14：20～15：30 第１会場（レセプションホール）

座長　楠本　哲也（国立病院機構九州医療センター　消化管外科／相談支援医師） 
木佐貫　篤（宮崎県立日南病院　副院長／患者支援センター長）

「がんゲノム医療時代のチーム医療」

SY7-1	 がん遺伝子パネル検査とチーム医療～がんゲノム医療連携病院での取り組み～
国立病院機構九州がんセンター　臨床研究センター長　江﨑　泰斗　　

SY7-2	 がんゲノム医療連携病院におけるチーム医療の取り組みと課題
大分県立病院　院長　宇都宮　徹　　

SY7-3	 遺伝性腫瘍専門医の視点から考えるがんゲノム診療の新体制構築の取り組み	
-Beyond the Bordersを目指して-

久留米大学医学部外科学講座　助教　藤吉　健司　他
SY7-4	 がんゲノム医療におけるがん専門薬剤師の役割

国立病院機構別府医療センター　薬剤部　主任薬剤師　眞弓　健介　　

シンポジウム８ 11月28日（金）　14：10～15：30 第１会場（レセプションホール）

座長　安部　隆三（大分大学医学部　救急医学講座　教授） 
川中　博文（国立病院機構別府医療センター　副院長）

「地球温暖化による気候変動と自然災害 
　～ どうする災害・救急医療マネジメント ～」

SY8-PL　救急医療と災害医療のマネジメント
大分大学医学部　救急医学講座　教授　安部　隆三　　

SY8-1	 当館災害対策室の取組み～全国水準の災害医療体制を目指して～
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　総務課／災害対策室　副主査　末安　正洋　　

SY8-2	 災害救護体験を通して学んだこと、感じたこと
日本赤十字社大分赤十字病院　看護師長　小田原千春　　

SY8-3	 どうする災害・救急医療マネジメント～当院で経験した病院水害とその対応～
日本赤十字社沖縄赤十字病院　副院長兼外科部長　宮城　　淳　　

SY8-4	 豪雨災害を経験して得た教訓
医療法人聖峰会田主丸中央病院　副院長／看護部・総合質管理部　統括部長　本田　順一　　
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シンポジウム９ 11月29日（土）　13：10～14：20 第１会場（レセプションホール）

座長　吉住　秀之（国立病院機構都城医療センター　院長） 
田中　聡也（地方独立行政法人　佐賀県医療センター好生館　館長）

「病院の経営改善待ったなし 
　～ 診療情報管理士目線からの経営改善（収益増加方策）～」

SY9-1	 地域包括ケア病棟の効率的運用
国家公務員共済組合新別府病院　事務部　専門役　吉野　　博　　

SY9-2	 病院淘汰回避不可能なこの時代に、今私たち診療情報管理士が何をすべきか
医療法人社団　中津胃腸病院　事務長　甲斐　一弘　　

SY9-3	 病院再開発SWOT分析
社会福祉法人恩賜財団済生会支部　福岡県済生会八幡総合病院　医事課長　塩塚　康子　　

SY9-4	 当院における病床稼働率と経営改善の動向と課題
山口大学医学部附属病院　経営企画課　経営戦略係　主任　佐々木　愛　　

SY9-5	 回復期リハ病棟におけるリハビリ実績指数（アウトカム評価）の分析と活用
福岡ハートネット病院　地域連携支援部　部長代理　大知　正典　　

シンポジウム10 11月29日（土）　10：00～11：50 第２会場（国際会議室）

座長　中房　祐司（福岡赤十字病院　院長） 
帆北　修一（公益財団法人慈愛会　今村総合病院　名誉院長）

「病院のブランディング」

SY10-1	 九州厚生年金病院からJCHO九州病院へ：良き伝統の継承と発展への努力
独立行政法人地域医療機能推進機構九州病院　病院長　内山　明彦　　

SY10-2	 当院のブランディング戦略と新人外科医リクルートの取り組み
済生会福岡総合病院　院長　定永　倫明　　

SY10-3	 “がん” ならやっぱり九州がんセンター
国立病院機構九州がんセンター　院長　森田　　勝　　

SY10-4	 ブランディングで地域医療を守る－小規模地域中核病院の挑戦－
中津市立中津市民病院　院長　折田　博之　　

SY10-5	 選ばれる病院を目指す多面的アプローチ～「私たちの病院」を育てるために～
公益財団法人慈愛会　今村総合病院　総務課　企画・広報副主任　粟ケ窪みゆき　他

SY10-6	 大分岡病院形成外科のブランディング戦略と現状
社会医療法人敬和会　大分岡病院　名誉院長　古川　雅英　　

SY10-7	 データ駆動型健康経営を軸にした組織改革と価値共創
社会医療法人敬和会　けいわ訪問看護ステーション大分　河野　銀次　他

SY10-8	 広報室なき病院” の挑戦― 肩書きゼロから始まる「選ばれる病院」づくり―
医療法人南川整形外科病院　リハビリテーション科　主任／病院広報担当　城ヶ崎政光　　



24

シンポジウム11 11月29日（土）　9：50～11：50 第３会場（中会議室）

座長　大久保 一郎（茅ヶ崎市保健所　所長／医療福祉連携講習会実行委員） 
横尾　英孝（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科医歯学教育開発センター 　教授／医療福祉連携士６期生）

「人生100年社会の地域連携 
　― 医療福祉連携士がみた現場からの提言 ―」

SY11-PL　地域のニーズにこたえるということ－医療と介護の連携のさらなる推進に向けて－
北海道大学大学院医学研究院　社会医学分野　医療政策評価学教室　教授　古元　重和　　

SY11-1	 医師が医療福祉連携士を取得する意味－臨床医として、医学教育の専任教員として－
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　医歯学教育開発センター　教授／医療福祉連携士６期生　横尾　英孝　　

SY11-2	 看護ナビコンテンツ（看護計画）で外来、地域へつなぐ退院支援
株式会社麻生　飯塚病院　師長（改善推進担当）／医療福祉連携士12期生　佐野美和子　　

SY11-3	 離島医療における人生100年社会の地域連携～おうちで暮らそう～
長崎県壱岐病院　看護師長／医療福祉連携士９期生　松野江梨子　　

SY11-4	 地域医師会における医療福祉連携士の存在意義とは
一般社団法人玉名郡市医師会　事務局長　連携事業部／医療福祉連携士４期生　永杉　憲弘　　

SY11-5	 医療福祉連携講習会について
茅ヶ崎市保健所　所長／医療福祉連携講習会実行委員　大久保一郎　　

市民公開講座 11月29日（土）　14：30～16：00 第２会場（国際会議室）

講演１「人生100年社会を支える看護職」
学校法人別府大学　看護学部　教授　廣田　真里

講演２「人生100年社会を生き活きと～抗老化習慣で健康長寿～」
国立病院機構別府医療センター　名誉院長　矢野篤次郎
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日本医療マネジメント学会　第22回九州・山口連合大会　運営事務局
株式会社コンベンションリンケージ　TEL：097-529-6730 ／ E-MAIL：jhmqy22@c-linkage.co.jp

問い合わせ先

市民公開講座
参加
無料

事前申込み
不 要

「 人生100年社会を支える看護職 」講演

１ 学校法人別府大学 看護学部 教授　廣田　真里

「 人生100年社会を生き活きと
　　　　　 ～抗老化習慣で健康長寿～ 」

講演

２
国立病院機構別府医療センター 名誉院長　矢野篤次郎

人生100年社会を生きる私たちを支えてくれるのは、地域の健康を担う看護専門職です。
本年４月に大分県内の看護職人材の不足を補い、私たちの暮らす地域の健康の保持増進に寄与する
べく、別府大学に看護学部が新設されました。
自ら考え、自律的に活動できる看護専門職の育成を目指す別府大学の取り組みをご紹介します。

「人生100年社会」を豊かなものにするためのキーワードは ‘健康長寿’ しかありません。
皆さん１人１人が、歳はとっても若々しく元気に ‘生き活きと’ 自立する社会を目指すことです。
人生100年時代を活きるための抗老化生活習慣を世界の医学論文に基づいて提唱します!

日 時

2025年11月29日■土
14時30分～16時（14時開場）

会　場

別府国際コンベンションセンター

ビーコンプラザ （3F 国際会議室）
TEL ： 0977-26-7111

後援：大分県医師会、別府市医師会、別府市薬剤師会、別府市
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プログラム
（敬称略）

一般演題（口演）

※1-1-001
	 通し番号

	 カテゴリ番号

	 発表日（１日目or２日目）
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災害医療 11月28日（金）　15：30～16：00 第１会場（レセプションホール）

座長　奈須　伸吉（国立病院機構大分医療センター　院長）

1-1-001	 非常食管理業務の効率化に向けての取り組み
国立病院機構別府医療センター　藤原　紘子　　

1-1-002	 学びを活かした災害訓練―初動対応を中心に―
社会医療法人令和会熊本リハビリテーション病院　坂本和歌子　　

1-1-003	 本院における放射線技師の災害訓練～初動対応の強化に向けた取り組み～
国立病院機構別府医療センター　鷹尾　祐汰　他

1-1-004	 看護師の災害時の役割を果たすための取り組み
豊後大野市民病院　亀井　悦子　他

医療情報 11月28日（金）　9：30～10：20 第２会場（国際会議室）

座長　加賀　明彦（大分県厚生連鶴見病院　院長）

1-2-005	 病院経営状況と主要診断群（MDC）の機械学習分析
宮崎産業経営大学　川島　秀樹　他

1-2-006	 医療機関におけるサイバー攻撃時のデータレジリエンス
宮崎産業経営大学　杉田　桜夜　他

1-2-007	 統合診療支援プラットフォームを活用した主に画像情報のシステム統合
国立病院機構別府医療センター　三浦　佑典　　

1-2-008	 当院臨床工学科における情報共有ツールの活用状況と課題
中津市立中津市民病院　臨床工学科　江藤　洋右　他

1-2-009	 医療系大学におけるSNS広報と医療機関への展開可能性―分散的情報発信モデルの応用―
川崎医療福祉大学　医療福祉マネジメント学部　医療データサイエンス学科　虫明　昌一　他

1-2-010	 SNSを活用した広報活動による「好生館ファン」を増やす取り組み
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　広報課　徳島　香奈　他

1-2-011	 Ａ病棟におけるRPA（Robotic Process Automation）を活用した内服未処方通知の効果
地方独立行政法人広島市立病院機構　広島市立北部医療センター安佐市民病院　看護部　栗原　絵美　他

看護業務② 11月28日（金）　16：40～17：25 第２会場（国際会議室）

座長　横田 　佳子（社会福祉法人恩賜財団　済生会みすみ病院　看護部長）

1-3-012	 Ａ病院における「看護度」の定義と分類の検討
佐賀大学医学部附属病院　看護部　德本　裕子　他

1-3-013	 看護師確保への取り組み～就職先に選ばれるための工夫～
国立病院機構別府医療センター　岩本　早苗　　

1-3-014	 プラチナナースの活用後に見えてきたこと
社会福祉法人恩賜財団済生会川内病院　寺脇佐代子　他

1-3-015	 看護記録時間を効率化・短縮するための取組～自部署の看護の質向上に向けて～
国立病院機構大分医療センター　篠田　早紀　　

1-3-016	 新たな働き方による看護師の応援勤務の導入とその効果
公益社団法人昭和会いまきいれ総合病院　河原　尚美　他

1-3-017	 入院説明方法の違いによる看護師対応時間の比較分析
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　森永　育美　他
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教育① 11月28日（金）　9：30～10：15 第３会場（中会議室）

座長　深野  久美（学校法人別府大学　看護学部　准教授）

1-4-018	 看護師長の問題解決スキルの向上への取り組み～ホット・シート活用による内省効果～
国立病院機構西別府病院　髙瀬　由香　　

1-4-019	 副看護師長の部下育成に関わるコミュニケーションスキル向上のための取り組み
国立病院機構嬉野医療センター　今村果奈代　他

1-4-020	 介護老人保健施設における「医療・介護の架け橋」を担う実践力育成に向けた教育的介入
学校法人別府大学　看護学部／前社会福祉法人サンシャイン　介護老人保健施設サンプラザ平成　岩﨑　景子　　

1-4-021	 学びなおしコミュニケーション研修
株式会社コミュニケーションオフィスtaz　石本田鶴子　他

1-4-022	 スキルの可視化と評価システムによる成長支援～やりがいを実感できる職場へ～
社会医療法人同心会　古賀総合病院　日髙　優希　他

1-4-023	 急変対応力を高めるカンファレンスとシミュレーション研修の取り組み
国立大学法人九州大学病院　大草　来美　他

教育② 11月28日（金）　10：15～11：00 第３会場（中会議室）

座長　矢野東　和代（中津市立中津市民病院　看護部長）

1-5-024	 院内専門士制度～摂食嚥下コースを立ち上げての今後の課題～
社会医療法人寿量会　熊本機能病院　髙野亜佐美　他

1-5-025	 点から線へ、線から面へ―離島・へき地で活動する診療看護師（NP）交流会の効果―
長崎県病院企業団本部　長崎県壱岐病院　庄山　由美　　

1-5-026	 院内認定スキンケアナースの育成の取り組み
国立病院機構別府医療センター　看護部　岡本詩寿子　　

1-5-027	 看護管理者を対象としたハラスメント教育の工夫
国立病院機構別府医療センター　辻丸祐規子　　

1-5-028	 病棟看護管理者による短期部署異動を経験した中堅看護師への成長支援
大分大学医学部附属病院　小川　直哉　他

1-5-029	 人材確保に向けた実習生受け入れ体制の整備
国立病院機構別府医療センター　佐藤　由望　他

教育③ 11月28日（金）　11：00～11：40 第３会場（中会議室）

座長　井上　範子（国立病院機構長崎医療センター　看護部長）

1-6-030	 新人看護職における社会化の様相
大分大学医学部附属病院　本多　裕子　他

1-6-031	 救急外来における教育プログラムの構築と運用～看護師の自立支援を目指して～
国立病院機構熊本医療センター　救命救急センター　今村　祐太　　

1-6-032	 認知症ケアリンクナース育成に向けた取り組み～研修・病棟ラウンドを実施して～
国立病院機構別府医療センター　川野　菜美　　

1-6-033	 クリニカルラダー教育再構築にむけての取り組み
中津市立中津市民病院　南　ひろみ　　

1-6-034	 看護管理者シャドー研修企画～キャリアビジョンの重要性～
公益財団法人慈愛会　今村総合病院　藤原めぐみ　他
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医療安全④ 11月28日（金）　13：00～13：45 第３会場（中会議室）

座長　井上　光子（国立病院機構福岡東医療センター　看護部長）

1-7-035	 介護老人保健施設における「眠りスキャン」の有効性についての看護職視点からの考察
社会医療法人関愛会　介護老人保健施設やすらぎ苑　佐藤　健誠　他

1-7-036	 Ａ病院における6R確認の現状と課題～他部署間での相互チェックを実施して～
大分県立病院　深井　昌子　　

1-7-037	 当館における医療機器の多様化に対応した教育支援の取り組み
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　MEセンター　園　　悠輔　他

1-7-038	 体験型安全研修（磁場体験）の実施とその効果
国立病院機構九州がんセンター　赤石　祥彰　他

1-7-039	 リハビリテーション科における医療安全行動強化の取り組み
国立病院機構別府医療センター　リハビリテーション科　佐藤　隼人　他

1-7-040	 RRT要請事例を用いたシミュレーション教育の結果と課題
大分県立病院　長野　恭子　　

医療安全⑤ 11月28日（金）　13：45～14：30 第３会場（中会議室）

座長　藤　　賢史（国立病院機構九州がんセンター　頭頸科部長）

1-8-041	 当院放射線部門における５年間のインシデント報告の分析
国立病院機構別府医療センター　深松　昌博　他

1-8-042	 心電図モニタに関するインシデント事例の発生要因の分析
大分県立病院　佐藤　寛子　　

1-8-043	 電子カルテシステム障害時における業務の維持、継続を目指して
国保水俣市立総合医療センター　坂本　智巳　他

1-8-044	 当院における院内迅速対応システム（Rapid Response System）の現状と今後の課題
国立病院機構別府医療センター　大矢　健介　他

1-8-045	 状態変動を繰り返した術後ICU患者への意思決定支援
福岡県済生会福岡総合病院　看護部　岡本　　葵　他

1-8-046	 看護職へのハラスメントと組織対応～患者対応における倫理と現実のはざまで～
臼杵市医師会立コスモス病院　安東　直美　　

薬剤 11月28日（金）　15：50～16：20 第３会場（中会議室）

座長　杉尾　由希子（国立病院機構鹿児島医療センター　薬剤部　製剤主任）

1-9-047	 持参薬鑑別業務を迅速に行うための対策とその評価
国立病院機構熊本医療センター　河村　英哉　　

1-9-048	 調剤機器導入による薬剤師の対人業務拡大の経緯
国立病院機構奈良医療センター　別府　博仁　　

1-9-049	 九州がんセンターにおけるイムデトラ投与における取り組み
国立病院機構九州がんセンター　薬剤部　久松　大祐　他

1-9-050	 治験記録標準化に向けた電子テンプレートの活用と評価
国立病院機構別府医療センター　治験管理室　佐藤　暁子　他
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医療安全① 11月28日（金）　9：30～10：15 第４会場（小会議室31）

座長　高倉　　健（社会医療法人関愛会　診療顧問）

1-10-051	 転倒転落ワーキングによる転倒予防パンフレット刷新と活用促進への取り組み
株式会社麻生　飯塚病院　岸　　信作　他

1-10-052	 診療放射線技師の多領域におけるKYTトレーニングの実施とその効果の検証
国立病院機構別府医療センター　放射線科　菊田　真弘　他

1-10-053	 医薬品安全管理ラウンドの取り組みについて
国立病院機構鹿児島医療センター　久徳　博子　　

1-10-054	 車椅子フットレストによる下肢皮膚剥離インシデントに対する対策
株式会社麻生　飯塚病院　リハビリテーション部　甲斐田幸輝　他

1-10-055	 入院時誤嚥、窒息ハイリスクシート導入によるリスク評価と予防的介入の実践
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　北原真由子　　

1-10-056	 Ａ病院における生体情報モニタに関するマニュアルの知識と実践の現状
大分県立病院　新名　和美　　

医療安全② 11月28日（金）　10：15～11：00 第４会場（小会議室31）

座長　木下　忠彦（豊後大野市民病院　豊後大野市病院事業管理者）

1-11-057	 認知機能低下がある患者に対する離床センサー解除基準の取り組み
社会医療法人恒心会　恒心会おぐら病院　迫口　涼子　　

1-11-058	 患者確認行動定着に向けた取り組み
国立病院機構九州医療センター　古野　佑佳　　

1-11-059	 患者情報共有シートを用いた転倒転落防止への取り組み
医療法人創起会くまもと森都総合病院　村上　優子　他

1-11-060	 離床センサー無駄鳴り防止への取り組み
医療法人平成会サンライズ酒井病院　髙橋由佳里　　

1-11-061	 高齢患者における生体情報モニタの有効活用に関する検討
国立病院機構別府医療センター　統括診療部手術室　臨床工学技士　本田　浩一　　

1-11-062	 Ａ病院の転倒転落発生後の記録改善に向けた取り組み
国立病院機構別府医療センター　秋好　美希　他

医療安全③ 11月28日（金）　11：00～11：45 第４会場（小会議室31）

座長　椛島　　章 （国立病院機構大分医療センター　副院長）

1-12-063	 見える化から対応強化へ～スマートベッドシステムが導く現場変革～
社会医療法人共愛会　戸畑リハビリテーション病院　臨床工学科　後藤陽次朗　　

1-12-064	 非手術例における深部静脈血栓症発症予防の取り組み
国立病院機構別府医療センター　矢野　智英　他

1-12-065	 緩和ケア病棟での転倒転落の現状～見守り支援システムを活用した転倒予防対策の検討～
中津市立中津市民病院　緩和ケアセンター　井上華乃子　　

1-12-066	 独自の転倒・転落フローチャートと環境調整を併用した転倒転落予防の効果
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　山田　涼太　他

1-12-067	 心臓外科手術患者における低強度身体活動量測定の安全な活動量計装着の工夫と対応策
国立病院機構別府医療センター　広田　美江　他

1-12-068	 全死亡症例の検証と医療の質向上に向けた取り組み
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　医療安全管理部　佐藤　裕美　他
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教育④ 11月28日（金）　13：00～13：30 第４会場（小会議室31）

座長　黒木　智鶴（国立病院機構大分医療センター　看護部長）

1-13-069	 部署内におけるTQM活動の向上　方針管理と個人目標の整合性に対する認識と人材育成
社会医療法人同心会　地域医療支援病院　古賀総合病院　ME技術部　鈴木　智博　他

1-13-070	 入院患者の急変対応力向上を目指した教育的取り組み
国立大学法人九州大学病院　荒木ゆりか　他

1-13-071	 看護師の特定行為研修における区分別科目実習の導入とその効果
地方独立行政法人佐賀県医療センター 好生館　看護部　北村たか子　他

1-13-072	 KPT法を活用した急変対応の振り返りの実践と課題
国保水俣市立総合医療センター　橋本奈生美　他

看護業務① 11月28日（金）　13：30～14：15 第４会場（小会議室31）

座長　井原　国代（熊本大学病院　副看護部長）

1-14-073	 病院におけるプラチナナースの活用への取り組み～本人と管理者の対話からの思い～
医療法人小西第一病院　安河内清子　他

1-14-074	 看護補助者とのタスクシェアの取組
国立病院機構大分医療センター　看護部　冨田　美奈　　

1-14-075	 産婦人科病棟と外来の一元化による継続看護への取り組み
中津市立中津市民病院　横山恵吏香　他

1-14-076	 インカムを用いて看護業務の効率化を目指した取り組み
株式会社麻生　飯塚病院　小原智恵子　他

1-14-077	 診療報酬改訂を踏まえた病院経営参画の取り組み～身体拘束廃止未実施減算に着目して～
国立病院機構別府医療センター　三浦　舞子　　

1-14-078	 看護師長が看護管理を実践するための、ベッドミーティングのあり方の検討
国立病院機構沖縄病院　髙尾　珠江　　

医療の質① 11月28日（金）　14：20～15：00 第４会場（小会議室31）

座長　石川　浩一（津久見市医師会立　津久見中央病院　院長）

1-15-079	 認知症の糖尿病透析患者への週１回の訪問看護～服薬管理と週１回のインスリン投与～
社会医療法人敬和会　大分岡病院　内科　財前　行宏　他

1-15-080	 中規模病院におけるCOVID-19入院対応の実践と考察
医療法人貝塚病院　細川　亜矢　　

1-15-081	 緑膿菌に対する抗菌薬適正使用支援チームの介入研究
国立病院機構別府医療センター　薬剤部　塚田　寛子　他

1-15-082	 生成AIによるシフト自動作成システムの構築と医師の働き方改革への貢献
株式会社麻生　飯塚病院　倉嶋　修司　　

1-15-083	 認知症症状のある大腿骨骨折患者にポジショニングを提供するときの看護師の思いと工夫
国立病院機構宮崎病院　河野　大樹　　
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医療の質② 11月28日（金）　15：00～15：45 第４会場（小会議室31）

座長　大坪　　仁（大分県済生会日田病院　院長）

1-16-084	 胸部内視鏡手術における新規手技導入時の工夫
国立病院機構別府医療センター　岡本　龍郎　　

1-16-085	 肝移植患者の自立支援に向けた多職種での取り組み
国立大学法人九州大学病院　野﨑　千裕　他

1-16-086	 多職種カンファレンスによる適切な内服管理方法の検討 退院後の適切な管理のために
国立病院機構別府医療センター　森田ちひろ　他

1-16-087	 Ａ病院の緩和ケアチームに対する認識に関する現状
国立病院機構南九州病院　松永　　望　他

1-16-088	 転倒転落・打撲時プロトコールの改訂と周知活動による遵守率改善の取り組み
一般社団法人津久見市医師会立津久見中央病院　石田　　茂　他

1-16-089	 当院の病理検査室におけるタスク・シフト/シェアへの取り組みについて
国立病院機構別府医療センター　濵砂　優加　他

医療の質③ 11月28日（金）　15：45～16：30 第４会場（小会議室31）

座長　増永　義則（社会医療法人関愛会　佐賀関病院　理事長）

1-17-090	 特定妊婦の個別ケース検討会議の要因分析― チーム医療への示唆
国立病院機構別府医療センター　井上　祥明　　

1-17-091	 長期入院中の重症心身障害児・者および神経・筋難病の主治医変遷：小児科側の視点
国立病院機構西別府病院　末延　聡一　　

1-17-092	 眠りSCANを用いた睡眠評価が効果的な多職種連携につながった一症例
医療法人朝日野会　朝日野総合病院　緒方　康介　　

1-17-093	 臨床研修医を対象としたアドバンス・ケア・プラニング研修会後に関するアンケート報告
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　薬剤部／臨床倫理コンサルテーションチーム　佐野　雅彦　他

1-17-094	 多職種・部署横断的に開催したM&Mカンファレンスについて～開催の経験と今後の課題～
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　医療安全管理部　武田　雄二　他

1-17-095	 誤嚥性肺炎患者に対する多職種連携の標準化に向けた検討
中津市立中津市民病院　栄養科　末永　朋子　　

医療の質④ 11月28日（金）　16：30～17：15 第４会場（小会議室31）

座長　三島　潤子（国立病院機構熊本再春医療センター　看護部長）

1-18-096	 重症心身障害児（者）の特徴に合わせた口腔ケア改善に向けた取り組み
国立病院機構南九州病院　徳田　康志　　

1-18-097	 Ａ病院での認定看護師・特定看護師の相互支援・成長を目指した事例検討会の実施
国立病院機構熊本再春医療センター　勝木　信敬　　

1-18-098	 当院での身体拘束最小化に向けた取り組み－意識調査からみえた課題への取り組み－
社会医療法人友愛会　友愛医療センター　上原　龍実　　

1-18-099	 Ａ病棟看護師のがん看護に関する困難感尺度を用いた実態調査とその課題
国立病院機構宮崎東病院　堀田　　桂　　

1-18-100	 身体拘束最小化に向けた取り組み～看護師の意識の変化～
社会医療法人水光会　宗像水光会総合病院　生駒　明子　他

1-18-101	 早産・低出生体重児クリティカルパス運用後の評価と退院基準見直しの検討
国立病院機構別府医療センター　宮崎　恵子　　
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病院運営③ 11月29日（土）　13：10～13：40 第２会場（国際会議室）

座長　折田　博之（中津市立中津市民病院　院長）

2-19-102	 ベンチマーク分析を活用した加算算定状況の可視化と改善支援の取り組み
国立病院機構別府医療センター　渡辺　岳志　　

2-19-103	 シニア世代の医師の活躍に向けて：50代医師のキャリアプランに関する調査から
日本医師会総合政策研究機構　坂口　一樹　　

2-19-104	 生成AI（ChatGPT）を用いた事務部研修による課題解決力強化の可能性
国立病院機構沖縄病院　盛山　暢英　　

2-19-105	 健診センターにおける受診者数増加に向けた取り組み
豊後大野市民病院　健診センター　釘宮　佳代　他

医療の質⑤ 11月29日（土）　8：40～9：30 第３会場（中会議室）

座長　宇都宮　徹（大分県立病院　院長）

2-20-106	 九州がんセンターにおけるペプチド受容体放射性核種療法（PRRT）の導入経験
国立病院機構九州がんセンター　久松　純也　他

2-20-107	 RRS活動と呼吸回数測定割合の推移
地方独立行政法人山口県立病院機構　山口県立総合医療センター　藤本　晃治　他

2-20-108	 免疫関連有害事象の早期発見に向けた多職種との取り組み
国立大学法人九州大学病院　看護部　河野　文音　他

2-20-119	 外来における抗がん薬内服患者へのセルフケア支援の取り組み
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　太島　愛子　他

2-20-110	 2023年度実施のHSOPSC及びとOCPSCの調査における測定結果（報告）
島根大学医学部附属病院　医療安全管理部　遠藤　進一　他

2-20-111	 画像診断報告書既読管理システムの運用と重要フラグ見逃し防止の取り組み
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　医療安全管理部　福井　直子　他

2-20-112	 呼吸器外科領域のロボット支援手術の現状と当院におけるロボット支援肺切除導入の経験
国立病院機構別府医療センター　呼吸器外科　福山　誠一　　

医療の質⑥ 11月29日（土）　13：10～14：00 第３会場（中会議室）

座長　矢野　篤次郎（国立病院機構別府医療センター　名誉院長）

2-21-113	 感染管理と病棟管理の立場から自身の役割について考える―COVID-19の意識調査―
公立学校共済組合　九州中央病院　看護部　衛藤　理奈　　

2-21-114	 新型コロナウイルス感染症のアウトブレイクを契機としたN95マスクの見直しについて
中津市立中津市民病院　礒﨑　慎吾　　

2-21-115	 新型コロナウイルス感染症対応に関する一考察～クラスター対応経験より～
臼杵市医師会立コスモス病院　大津佐知江　　

2-21-116	 環境ラウンドのシステム変更と評価
大分県立病院　看護部　山田　芳孝　　

2-21-117	 外科病棟における手指消毒実施回数増加に向けた取り組み
国立病院機構別府医療センター　櫻井　　優　他

2-21-118	 Ｂ病棟におけるVRE減少に向けた取り組み
国立病院機構別府医療センター　福本　　渚　　

2-21-119	 カテーテル留置期間の短縮から尿路感染率の低減を目指した取り組み
大分県立病院　白石　智子　　
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医療の質⑦ 11月29日（土）　14：00～14：50 第３会場（中会議室）

座長　麓　祥一（大分中村病院　外科部長）

2-22-120	 術後の創部観察を医師から看護師に委譲後の看護師の意識と行動変化の実態調査
医療法人術徳会霧島整形外科病院　髙田　理絵　他

2-22-121	 口腔ケア用品選定チャートを用いた口腔ケア用品充足のための取り組み
国立病院機構別府医療センター　看護部　幸　　邦子　　

2-22-122	 患者の支援につながる多職種リハビリカンファレンスの検討
国立大学法人九州大学病院　穐山　　凌　他

2-22-123	 ポストコロナにおける遺伝子検査機器の活用
国立病院機構別府医療センター　臨床検査部　清岡　久弥　他

2-22-124	 外部機関の倫理審査受け入れにおける支援体制構築の課題と展望
国立病院機構沖縄病院　長山あゆみ　他

2-22-125	 施設内看取り介護における家族の面談によるグリーフケア
社会福祉法人特別養護老人ホーム　むさし苑　佐野　弘季　　

2-22-126	 子育て世代のがん患者への意思決定支援
国立大学法人九州大学病院　看護部　渡邉　優紀　他

患者サービス 11月29日（土）　14：50～15：30 第３会場（中会議室）

座長　辻丸　祐規子（国立病院機構別府医療センター　看護部長）

2-23-127	 AI電話導入による代表電話混雑の解消とCS向上への取り組み
大分赤十字病院　経営情報企画課　三宮真理子　　

2-23-128	 接遇の現状と改善に向けた取り組みの評価
医療法人平成会サンライズ酒井病院　看護部　亀山　和志　　

2-23-129	 骨粗鬆症患者への運動指導－日常生活における習慣化を目指した取り組み－
社会医療法人恒心会　恒心会おぐら病院　古木　　香　　

2-23-130	 入院説明の動画化による患者・家族の理解向上への効果
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　下村　聡美　他

2-23-131	 予定入院患者の外来滞在時間短縮への取り組み
医療法人平成会サンライズ酒井病院　兒玉亜由美　　

地域連携① 11月29日（土）　8：40～9：20 第４会場（小会議室31）

座長　田中　昭人（国立療養所宮古南静園　事務長）

2-24-132	 地域医療連携室と病棟との連携強化～退院支援推進検討会の実施～
国立病院機構九州医療センター　地域医療連携部　田口　裕子　他

2-24-133	 急性期病院の看護師に対する退院支援の知識と実践力の変化～研修前後の比較～
社会医療法人　製鉄記念八幡病院　寺内　宜恵　　

2-24-134	 訪問リハビリテーション導入にあたっての準備と課題
国立病院機構九州がんセンター リハビリテーション科　山野　朋博　　

2-24-135	 リハビリテーション診療における地域連携の再構築を目指して
久留米大学リハビリテーションセンター　広田　桂介　他

2-24-136	 地域中核病院における当院外科診療の現状・課題・方策
国立病院機構大分医療センター　椛島　　章　　
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地域連携② 11月29日（土）　9：20～10：00 第４会場（小会議室31）

座長　大西　　康（長崎県壱岐病院　副院長）

2-25-137	 効果的な入院支援を目指して～人工関節置換術を受ける患者に焦点をあてて～
社会医療法人恒心会　恒心会おぐら病院　下村　理恵　　

2-25-138	 神経内科入院患者の早期の転院調整開始の促進の試み
熊本赤十字病院　寺﨑　修司　　

2-25-139	 当院におけるリハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算算定の取り組みについて
一般社団法人巨樹の会　新武雄病院　リハビリテーション科　古屋　裕貴　　

2-25-140	 当院入院患者における自主訓練促進の多職種連携の取り組みとその後の経過
国立病院機構別府医療センター　リハビリテーション科　田中　真樹　他

2-25-141	 地域包括ケアにおける特定認定看護師の役割～介護支援専門員との研修会を通して～
公益財団法人慈愛会　いづろ今村病院　櫻井　雅子　　

病院運営① 11月29日（土）　10：00～10：40 第４会場（小会議室31）

座長　池間　　忍（国立病院機構琉球病院　事務部長）

2-26-142	 新たに開発した医療生成AIの評価と病院薬剤師業務への具体的活用例
医療生成AI協会MGAIA／前・総合メディカル株式会社　末松　文博　他

2-26-143	 RPA活用の広域展開
国立病院機構長崎医療センター　白川　　大　　

2-26-144	 公開情報を利用した高額等の医療機器の活用状況に関する構想区域内医療機関比較分析
医療データ分析ラボ　中村　　敦　　

2-26-145	 高齢者救急と在宅復帰支援を担う病院機能の再編－津久見市地区診断に基づく将来戦略
一般社団法人津久見市医師会立津久見中央病院　石川　浩一　　

2-26-146	 生成AI医療マネジメント支援システム開発と導入計画
医療生成 AI 協会 MGAIA／有限会社 SOTRY　斉藤　建一　他

病院運営② 11月29日（土）　10：40～11：20 第４会場（小会議室31）

座長　中村　昭博（佐世保市総合医療センター　副院長）

2-27-147	 Ａ病院における転院調整期間の定量化と要因の検討
唐津赤十字病院　経営情報課　福本　　望　　

2-27-148	 病院運営における医療生成AIの役割
国立病院機構西別府病院／MGAIA医療生成AI協会　森　　照明　他

2-27-149	 飯塚病院ラーニングセンターにおけるコスト抑制に対する活動（第二報）
株式会社麻生　飯塚病院　教育推進本部　ラーニングセンター　江里口杏平　他

2-27-150	 当院臨床検査部におけるコスト削減についての取り組み
国立病院機構別府医療センター　臨床検査部　小野裕一郎　　

2-27-151	 コスト削減を目的とした大腸手術後パスの輸液見直し
中津市立中津市民病院　小松　美穂　　



36

地域連携③ 11月29日（土）　13：10～13：55 第４会場（小会議室31）

座長　井上　祥明（国立病院機構別府医療センター　医療福祉相談室長）

2-28-152	 褥瘡を有する患者のQOL向上に向けた取り組み－多職種連携を通じて叶えた旅行支援－
国立病院機構大牟田病院　立山真理愛　他

2-28-153	 救急搬送後に帰宅する患者への外来支援～帰宅時チェックシートの活用～
豊後大野市民病院　成冨　里絵　他

2-28-154	 退院支援強化にむけて～看護部と共同での勉強会開催を通して～
社会医療法人製鉄記念八幡病院　地域医療情報センター　医療相談室　木下満理子　　

2-28-155	 入退院支援部門病棟担当者の記録に対する病棟看護師との認識の差異と課題の検討
独立行政法人地域医療機能推進機構徳山中央病院　佐伯　怜子　他

2-28-156	 地域内の患者および利用者のACPの実態から地域でつなぐACPへの試み
特別養護老人ホーム　むさし苑　末次　富子　　

2-28-157	 人生100年時代の排泄ケア－地域住民と医療機関の協働で創るコンチネンスサロン－
元大分大学医学部看護学科／医療生成AI協会　佐藤　和子　他

地域連携④ 11月29日（土）　13：55～14：35 第４会場（小会議室31）

座長　杉町　圭史（国立病院機構九州がんセンター　院長補佐・肝胆膵外科部長）

2-29-158	 独居高齢患者の免疫チェックポイント阻害薬治療に必要な支援を考える
国立病院機構別府医療センター　看護部　高野由香里　他

2-29-159	 多職種連携情報共有システムを活用した入退院支援効率化～バイタルリンク®導入～
国立病院機構南九州病院　堀　　大洋　　

2-29-160	 ２つの社会医療法人間で実現できたへき地診療所の相互事業承継
社会医療法人関愛会　直耕団吉野診療所　高倉　　健　　

2-29-161	 紹介患者の増加を目指して～医療連携サービスの導入～
大分赤十字病院　徳丸　茂史　　

2-29-162	 看取り介護件数と加算の推移からみる施設内看取りの現状
社会福祉法人恩賜財団済生会特別養護老人ホーム　むさし苑　鶴久良太郎　　

看護業務③ 11月29日（土）　14：35～15：20 第４会場（小会議室31）

座長　白石　早苗（国立病院機構肥前精神医療センター　看護部長）

2-30-163	 ナースコール呼出回数減少に向けた取り組み～担当患者周囲での看護業務を試みて～
大分赤十字病院　荒木　帆花　他

2-30-164	 早期警告スコア導入後の看護師を対象とした実態調査
大分赤十字病院　渡邊　尚美　　

2-30-165	 フェスゴ®外来処置室導入にむけた安全指針策定と運用－インシデントゼロの実践報告－
社会医療法人財団白十字会白十字病院　熊本　良子　　

2-30-166	 電子カルテ導入後の病棟看護師による患者情報入力の実態と課題
国立病院機構宮崎病院　木原　　梓　他

2-30-167	 看護部門でのRPA導入に伴う開発メンバーに求められる役割
大分赤十字病院　亀井奈央子　　

2-30-168	 救急外来業務を外来看護師に移行するための取り組み
国立病院機構関門医療センター　瀧本有加利　　



プログラム
（敬称略）

クリティカルパス展示
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	 通し番号
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クリティカルパス展示 11月29日（土）　10：30～11：10 クリティカルパス展示（小会議室32）

座長　松本　敏文（国立病院機構別府医療センター　統括診療部長）

CP-01	 心不全終末期患者に対する心不全緩和クリティカルパスの導入
国立病院機構熊本医療センター　中野　宏俊　他

CP-02	 腋臭症クリティカルパス～術後の患者指導と観察をアウトカムにして～
国立病院機構佐賀病院　筒井　里奈　　

CP-03	 糖尿病血糖コントロールクリティカルパスの改訂
国立病院機構熊本医療センター　西　　明子　他

CP-04	 入院化学療法FOLFOX、FOLFIRI療法クリティカルパスの導入
国立病院機構佐賀病院　北村　陽菜　　

CP-05	 ロボット支援下呼吸器外科手術新規クリティカルパスの作成
国立病院機構別府医療センター　大山　泰幸　他

CP-06	 DPC分析に基づいた腹腔鏡下ヘルニア修復術クリティカルパスの改訂について
国立病院機構別府医療センター　立川　拓哉　他

CP-07	 希死念慮観察パスの新規作成
国立病院機構熊本医療センター　田中　俊輝　他
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プログラム
（敬称略）

ランチョンセミナー
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ランチョンセミナー１ 11月28日（金）　11：50～12：50 第１会場（レセプションホール）

座長　村山　典久（一般社団法人メディカルRPA協会　理事）

「病院DXの未来を描く ～RPA×AIによる業務改革のススメ～」

社会医療法人　製鉄記念八幡病院　総務部・経営戦略室　内藤　隆真
社会医療法人祐愛会　織田病院　情報管理室　寺井　一色

オープン株式会社　Automation事業部　営業本部　第六営業部　和田　俊之  

（共催：オープン株式会社）

ランチョンセミナー２ 11月28日（金）　11：50～12：50 第２会場（国際会議室）

座長　門井　洋二（八尾医療PFI株式会社　代表取締役社長／株式会社ニチイ学館　医療関連事業本部　エグゼクティブ）

「データから見る！！加算への取組とカルテ記載」

株式会社ニチイ学館　医療関連事業本部　事業推進部　事業推進課　エキスパート
多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー

DPCマネジメント研究会　理事　大平　真也

（共催：株式会社ニチイ学館）

ランチョンセミナー３ 11月28日（金）　11：50～12：50 第３会場（中会議室）

座長　岡本　龍郎（国立病院機構別府医療センター　呼吸器外科　特命副院長）

「インフルエンザの疾病負荷：ワクチンと治療の重要性」

鹿児島大学名誉教授　西　順一郎

（共催：第一三共株式会社）
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ランチョンセミナー４ 11月29日（土）　12：00～13：00 第１会場（レセプションホール）

座長　石松　宏章（Dr.JOY株式会社　代表取締役社長・医師／大分県出身）

「電話の主導権を病院に　 
　～130施設が選んだAI電話、その業務効率化と経営インパクト～」

浦添総合病院　入退院支援室　室長　喜納　　薫
済生会熊本病院　外来支援室　室長　中山麻沙子

琉球大学病院　患者支援センター　企画課経営分析係　國場真由美

（共催：Dr.JOY株式会社）

ランチョンセミナー５ 11月29日（土）　12：00～13：00 第２会場（国際会議室）

座長　丸山　晃二（国立病院機構別府医療センター　臨床検査部　臨床検査技師長）

「チーム運営を成功させる２つの視点
　-目標達成に向けて一丸となれるチームの創りかた -」

ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社　エグゼクティブ人財戦略コンサルタント　髙﨑　洋一

（共催：ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社）

ランチョンセミナー６ 11月29日（土）　12：00～13：00 第３会場（中会議室）

「富士通のヘルスケアDXの取組み　～医療の未来を創造する～」

富士通Japan株式会社　第一ヘルスケアビジネス統括部　シニアマネージャー　茂木　朱里

（共催：富士通Japan株式会社）


